
宮城教育大学附属特別支援学校                      令和６年１月19日（金） 第24号 

高 等 部 通 信 
・豊かな感性をもち、心身共に健やかな生徒   ・自分で考え、判断し、生活することを楽しむ生徒 
・お互いの良さを認め合い、共に活動する生徒  ・働くことを喜び、自ら社会に参加する生徒 

 

 

 

 

 

“「自分がそう決めました. これが私の意志で決めた道です」と言えれば、そこがゴール！” 

～新年の抱負を「墨」に込めて～    ※随筆家・齋藤茂太 引用 

 
 生活単元学習「新しい年」では、新年の目標を、毛筆で表現しました。自分が書いた文字にどのような“意思”が込めら
れているか、生徒同士が交流しながら、確かめ合いました。どんな状況でも、１年間、自分の決めた“道”を突き進むため
の“ゴール”を作りました。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

本物のプロ選手が目の前に～“極める”ということ～ 

 １月１１日（木）に F（フットサル）リーグに所属する「ヴォスクオーレ仙台」の選手が学校に来校しての「球技（フットサル）」

の授業がありました。生徒は、本物の選手に教えてもらえることに大興奮。楽しく汗を流しました。また、自分の好きや得

意を“極める”ことの大切さを学ぶことができました。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

文責：鈴木 浩史 

自分らしく 
 たくましく 

福笑いもしました。 

ヴォスクオーレ仙台の方々 

たくさん関わりながら運動をしました。 

最後は笑顔で         


